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1．序論 

江の川は，中国山地を貫く中国地方最大の河川であ

り，流域内の人口は三次盆地と河口部に集中するほか，

江の川沿いの平野部に点在し，本流域内における主要な

生活の場となっている．一方，本水域は幾多の大洪水に

よる甚大な被害を受けており，堤防拡築・強化，護岸工

事，灰塚ダムの建築，土地利用一体型水防災事業など治

水対策が実施あるいは計画され現在に至っている． 

特に図-1 に示す三次盆地は，江の川，馬洗川，西城

川のほぼ同規模の流域を持つ三川が合流する典型的な

放射状流域の形態を有しており，洪水時の急激な水位上

昇など下流域への影響が非常に大きいため，治水上非常

に重要視されている．江の川水系河川整備基本方針 1)

では，三川合流部直下に位置する尾関山基準地点で計画

高水流量が定められ，河川整備が進められている． 

一方，図-2に示すように平成 26 年 9 月 5 日から 9 月

7 日に発生した洪水において，尾関山での観測流量（青

線）と粟屋，南畑敷，三次の各観測所の流量の合計(赤

線)に差異が生じ，ピーク時に約 900m3/s の差が確認され

た 2)．ここで，尾関山は図-1に示すように合流部直下か

つ河道湾曲部に位置するため河道および河床の形状が

複雑な領域となっており，現況の浮子観測による流量予

測の精度について検証する必要があると考えられる． 

そこで，本研究では上記の洪水を対象として江の川三

川合流部の流況解析を行い，尾関山観測所付近の洪水時

の流況を明らかにするとともに，浮子の軌跡を再現する

ことで，現況の浮子観測の問題点について検討した． 

2．数値解析 

2.1 流況解析 

本研究では，三角形格子における準三次元洪水流解析

モデル 3)を用いた．図-3に計算領域および河床高分布を

示す．河床高は平成 25 年度河川横断測量結果を基に作

成した．三川の各上流端には図-2 に示した観測流量を

与えた．また，下流端は尾関山より 1km 下流側に設定

し，尾関山観測水位に対し平均河床勾配を用いた線形外

挿をして下流端水位を求め，境界条件として与えた． 

2.2浮子観測の再現 

本研究では，上述の流況解析の結果を用いて浮子の軌

跡を再現し，実際の業務と同様の方法2)で観測流量を算

出した．浮子の移動速度は，浮子が含まれる三角形格子

の水深平均流速および偏差流速より与え，浮子の吃水，

投下位置及び投下時刻は，実際の観測方法に従って設定

した．以降，上述の方法で算出された流量を浮子解析に

よる流量と呼ぶ． 

3．結果と考察 

 図-4 に各観測所における水位のハイドログラフを示

す．解析結果（実線）は観測水位（○点）と概ねよく一

致している．また，図-5 は尾関山観測所付近における

ピーク時の流速ベクトルおよび線流量の大きさを示し

ている．橋脚による渦等は発生しておらず，見通し線付

近では流況は安定していると考えられる．また，線流量

の分布より，現況の見通し線間では河道の中央を通過す

る流量が大きくなっていることが分かる．一方，見通し

線の上流および下流の線流量分布は左岸および右岸が

大きくなっておりとなっており，本領域は運動量が湾曲

内側から外側へ遷移していると考えられる． 

図-6 に尾関山観測所周辺の河床高分布および見通し

線と測線を示す．また，赤線は浮子の軌跡を示している．

 

図-1 三川合流部航空写真(Google Map) 
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図-2 流量ハイドログラフ 



 

図-5 の線流量分布と比較し，浮子の軌跡は左岸側へ寄

っていることが分かる．この浮子の軌跡と測線のずれに

より，左岸側では流速が過小に，右岸側では断面積が過

小に算出されるため，結果的に観測流量が低く見積もら

れることになると考えられる． 

 表-1 にピーク流量の比較を示す．浮子解析による流

量(c)は，実測値(b)と概ね一致しており，流況および浮

子の軌跡について本解析方法は良く再現できていると

考えられる．そこで，図-6 に示すように河道形状が安

定した下流側の位置に見通し線を設置したとして，浮子

観測流量を算出した．その結果，表-1(d)に示すように

三川の上流端流量の合計(a)とほぼ一致しており，浮子

観測の精度向上が期待できると考えられる． 

4．結論 

本研究では，江の川三川合流部を対象とした準三次元

流況解析を行い，得られた流速を用いて浮子の軌跡を再

現することで観測流量誤差に関する検討を行った．その

結果，現況の見通し線位置では浮子が左岸側へ流れるこ

とで流量が過小に算出され，見通し線を下流側へ設置す

ることで予測精度向上が期待できることが示唆された．

今後は，規模の異なる洪水に対して浮子解析を実施し，

見通し線の設定方法について検討する予定である．  
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図-3 計算領域および河床高 

 

図-5 ピーク時の流速ベクトルおよび線流量分布 

 

図-4 水位ハイドログラフ 

 

図-6 浮子の軌跡および見通し線 

表-1 ピーク流量の比較 

 


